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コメント：
COP25の所感と
NGOの活動の評価
WWFジャパン
気候変動・エネルギーグループ⻑
⼭岸 尚之

2020年1⽉27⽇（⽉）

⽇本エネルギー経済研究所 COP報告会
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4つのポイント

n「野⼼強化」メッセージの不⾜
n「若者」（The Youth）の台頭
n交渉「外」の重要性の⾼まり
n COPの中と外の期待の乖離
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グテーレス国連事務総⻑が⽰した「失望」

▶「野⼼の引き上げを⽰す機会を逸したこと」を挙げている。

IEEJ：2020年1月掲載 禁無断転載



4

5年サイクルを通じた⾃⼰改善の仕組み

国別⽬標1ʻ

国別⽬標1

国別⽬標2

2015 2020 2025 2030

国別⽬標
（NDC）の提出

2035
….

グローバル・
ストックテイク

2018
タラノア対話
（促進的対話）

2019-20
2030年⽬標の

（再）提出・更新

2023
グローバル・
ストックテイク

2028
グローバル・
ストックテイク

2033
グローバル・
ストックテイク

2024-25
2035年⽬標？

の提出

2029-30
2040年⽬標？

の提出

2034-35
2045年⽬標？

の提出

京都議定書第2約束期間

カンクン合意⾃主⽬標

カンクン合意／
京都議定書 パリ協定

世界全体と国別の
2つのレベルで

強化が検討される

※アメリカ等を除き、
多くの国は2030年⽬標
を持っている

・・・・

「前進性」の原則
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⼗分でなかった「野⼼強化」のメッセージ

決定⽂は：
ü 各国による2020年までの取り組みと、パリ協定の⽬標との間に
重⼤な乖離があることを強調

ü 各国に対し、2020年に国別⽬標を再提出する際に、その乖離を
検討し、「可能な限り最⾼の野⼼」の反映を⽬指すことを要請

削減⽬標の強化をストレートに求める⽂⾔ではない
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「若者」（Youth）の台頭
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定例化してきた⾮国家アクターによるサイドイベント
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お問い合わせ: report@tky.ieej.or.jp




